


モバイル事業

ソリューション事業

決済サービス事業他

「明日 」に向かって

「誠実」に

「挑戦」し続けます。

Tomorrow

Integrity

Challenge

我々は、社会の夢と豊かさの実現に貢献し、

Shareholders株主

持続性と透明性の確保を目指し、
様々なステークホルダーを視野に入れつつ、
企業の社会的責任（CSR）を積極的に果たします。

社会とのコミュニケーションを図り、

積極的な社会貢献活動に

取り組んで行きます。

お客様からの信頼に応える企業として、

顧客第一主義に基づき、

常に最高のサービスを提供し続けます。

説明責任を重視し、適正なガバナンス及び
コンプライアンス体制の維持・運営に
取り組み、企業価値の更なる向上を
目指します。

社員一人一人の個性と創意を尊重し、

風通しの良い、働き甲斐のある企業で

あり続けます。

Customersお客様 Employees従業員
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企業理念

行動指針

Corporate Philosophy

Conduct Guideline

株主の皆様には、
益々ご清栄のことと
お慶び申し上げます。
また、平素は格別のご
高配を賜り厚くお礼申
し上げます。
弊社グループの主
要事業分野の携帯電
話等市場においては、
引き続き端末の高機
能化やLTE（次世代高
速通信）サービスの本
格化等、ネットワーク環
境の整備が進む中、ス
マートフォン（スマホ）

への底堅い需要に支えられ、市場は堅調に推移いたしました。
当上期において弊社グループは約260万台の携帯電話等

を販売し、スマホ比率は前上期の6割強から7割近くまで上
昇いたしました。当上期の連結業績につきましては、売上高が
前年同期比4.6%減の3,333億円、営業利益は13.1%増の
61億円と、減収増益となりました。当期の配当につきましては
前期と同水準の1株当たり35円を予定しており、期初の予想
に変更の予定はございません。
当期は「現場主義の徹底」による「スマホワールドの実現」を
全社スローガンとして掲げており、「現場主義の徹底」による
「人『財』育成」を最重要事項の一つと位置付け、社内教育・研

修機関「TGアカデミー」を中心に、各ショップにおける業務品
質の向上や現場力の強化を図っております。このTGアカデ
ミー等を通じて、「スマホ時代」に即した教育・研修を実施する
ことによって、業務スキルの向上とモチベーションアップに加
えて、販売スタッフが生き生きと働ける職場環境作りに取り組
んでおります。
近年、携帯電話等の技術革新が利用者のライフスタイルを
大きく変えようとしております。フィーチャーフォンからスマホ
への切り替えが促進され、タブレット端末の利用が拡大する
中、便利なアプリケーションが誕生し、安心できる決済手段も
普及する等、まさに「スマホワールド」が実現しつつあると実感
しております。弊社グループは、これら新たなデバイスやサー
ビスをワンストップでご提供することによってお客様の利便性
向上を図り、スマホライフをサポートするべく、現場を含めて
全社一丸となって注力して参ります。
弊社は通信事業者様と密接な連携を図り、パートナー代理
店様との情報やノウハウ共有を通じてシナジーを発揮し、総合
的な「グループ力」を強化して参ります。今後も足元の市場環
境を的確に見定め、「スピード感」をもって収益源の多様化や
構造改革に取り組み、株主価値と企業価値の更なる向上に努
める所存ですので、引き続きご支援・ご鞭撻のほどをお願い申
し上げます。

代表取締役社長執行役員
2013年12月

業績の進展状況に応じて、将来の事業展開と経営基盤の
強化のために必要な内部留保を確保しながら、配当性向
30%以上を目途として利益還元を実施してまいります。

配当について
2014年3月期

年間配当金（予想／1株） 35円

※ 当社は、2012年10月1日付にて普通株式1株を200株とする株式分割を行いました。2014年3月期の年間配当金（予想）35円は、分割前の1株に基づいて
換算しますと7,000円となります。

株主の皆様へ
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4月

11月

社内教育・研修機関 「TGアカデミー」を開校

スマートフォン向けアクセサリーショップ
「Smart Labo」の展開を開始

10月1日　創立5周年

6月

8月

ティーガイア

TOPICS
特集

ティーガイアは創立5周年。「CHALLENGE TOMORROW」（明日への挑戦）を合い言葉に、
様々な取り組みをしてまいりました。これからも、お客様に生き生きとした豊かな「スマホライフ」を
ご提供し、ともに進化していく存在になりたいと考えております。

法人様向けビジネスソリューション掲載サイト
「T-GAIA Business Solution ホームページ」開設

2013年5月、T-GAIA Business Solution HPではスマート
デバイスの導入を検討している法人へ向け、「導入時の設定
や運用保守」「業務での活用」「情報漏洩対策」ソリューショ
ンを掲載しました。カテゴリやイラストの事例で構成しており、目
的に応じたソリューションの選定が可能です。法人市場へ
も急速に進むスマートデバイスの普及において、ティーガイ
アでは導入のご相談・運用・アフターフォローまでワンストッ
プでサポートし、業種・
業態に合わせた最適
なソリューションを提供
します。

「AppBank Store新宿」オープン

iPhone/iPadアプリ・アクセサリーのレビューサイト運営及び、
スマートフォンアクセサリー販売事業を手がけるAppBank株
式会社との共同事業として、2013年8月に、AppBank 
Store新宿をオープンいたしました。
総売場面積140坪の2階建て路面店と、スマートフォンアク
セサリーのショップとしては国内最大級の店舗です。店内に
はiPhoneケースやヘッドフォン等のiPhone周辺機器・アク
セサリーの他、人気のキャラクターグッズも豊富に取りそろえ

ています。また、各種イベント
も随時開催し、iPhone初
心者からヘビーユーザーま
で、あらゆるiPhoneファンの
皆様に親しみ楽しんでいた
だく空間と商品をご提供い
たします。 

チャイナユニコムショップ
「株洲路（ジュウゾールー）店」
「瑞虹 （ルイホン）店」オープン
チャイナユニコムショップ「株洲路（ジュウゾールー）店」を
2013年7月に、また、9月に「瑞虹（ルイホン）店」を新たにオー
プンいたしました。
これまで培ったノウハウを活かし、上海在住の日本人のお客様
はもとより、中国のお客様や各国からお越しのお客様にも日本
式の品質の高いサービスを提供し、他店舗との差別化を図っ
てまいります。

「Smart Labo イオンレイクタウン」
「Smart Labo イオンモール名取」 オープン

2013年9月、大型ショッピングセンター「イオンレイクタウン
（埼玉県）」「イオンモール名取（宮城県）」に「Smart 
Labo」をオープンいたしました。2012年11月より展開を開
始した「Smart Labo」は、『スマー
トフォンを着替えよう！』をコンセプト
に、iPhoneやAndroidのスマート
フォンケース並びに保護フィルムや
充電器等の関連商品を、ポップな
キャラクター系からビジネスユース、
ハイセンスなアイテムまで幅広く取
り扱い、モバイル知識の豊富なス
タッフによるコーディネート提案や
テクニカルなアドバイスを行ってい
ます。 

年間の軌跡5

東京都渋谷区恵比寿に本社社屋を移転

2008

2009

2010

2011

2012

2013

1月

9月

12月

中国聯合網絡通信有限公司（チャイナユニコム上海市会社）と代理店契約を締結し、
上海市に海外子会社「天閣雅（上海）商貿有限公司」を設立

チャイナユニコムショップ1号店「水城南路店」を
上海市西エリアにオープン

株式会社TG宮崎を連結子会社化

ギフトカードを活用した
「カードモールビジネス」を開始

株式会社エム・エス・コミュニケーションズと株式会社テレパークの
対等合併により「株式会社ティーガイア」設立

10月1日　株式会社ティーガイア誕生

※AppBank StoreはAppBank株式会社の登録商標です。

 

イオンレイクタウン

イオンモール名取株洲路（ジュウゾールー）店 瑞虹（ルイホン）店
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当第2四半期連結累計期間（2013年4～9月）におけるわが

国経済は、デフレ脱却に向けた積極的な金融政策や経済対

策により、大企業を中心に収益が改善する等、景気回復への

期待感が高まりました。しかしながら、円安を背景とした原材料

価格の上昇や海外景気の下振れリスク等により、先行きは依

然として不透明な状況が続いております。

当社グループ（当社および連結子会社）の主な事業分野であ

る携帯電話等販売市場においては、スマートフォンの普及が

本格化したことに加え、新機種の発売や通信事業者による積

極的な販売施策等により、スマートフォンの販売は堅調に推移

いたしました。このような事業環境下、当社グループの携帯電

話等販売台数は約258万台となり、スマートフォンの販売比率

は約7割となりました。この結果、当第2四半期連結累計期間

における業績は、売上高3,333億37百万円、営業利益61億

39百万円、経常利益61億16百万円、四半期純利益34億4

百万円となりました。

※ 1株当たり四半期（当期）純利益につきましては、2012年10月1日に効力が発生した普通株式1株を200株とする株式分割を勘案した数値を掲載しております。 ※2012年3月期以前の数値につきましては、2012年10月1日に効力が発生した普通株式1株を200株とする株式分割を勘案した数値を掲載しております。

7,126

3,271

7,368

3,492

7,250（予想）

3,333

2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期

売上高 （億円）

148

65

118

54

141（予想）

61

2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期

営業利益 （億円）

148

65

116

53

138（予想）

61

2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期

経常利益 （億円）

82.77

37.21

98.15（予想）

43.11

92.76

40.74

2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期

1株当たり四半期（当期）純利益 （円）

配当の推移（株式分割後）

1,976（予想）

1,448

2,012

2,243（予想）

1,637

2,082

1,391

2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期

総資産 （億円）

四半期（当期）純利益 （億円）

65

29

77（予想）

34

79

35

2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期

連結業績ハイライト／経営概況

Financial Highlight / Corporate Outlook

2014年3月期 第2四半期累計期間の業績

50.0

30.8

35.0 36.0
40.9

35.7 37.8 37.3

32.50

42.3

2006年
3月期

18.75

2007年
3月期

22.50

2008年
3月期

25.00

2010年
3月期

30.00

2011年
3月期

27.50

2012年
3月期

35.0

35.00

2013年
3月期

2004年
3月期

2005年
3月期

22.50

12.50
12.50

記念配当
10.00円

2009年
3月期

27.50

25.00

35.7

35.00

2014年
3月期（予想）

記念配当
2.50円

1株当たり配当額（円）　　　　　　配当性向（%）

第2四半期（累計） 通期
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67.1%
営業利益

セグメント別構成比
携帯電話等の販売及び代理店業務事業内容

引き続きスマートフォンが市場を牽引する中、通信事業者によ

る積極的な販売促進施策等が展開されました。しかしながら、

一部の人気商品の供給不足に加え、販売チャネルの最適化

等により、販売台数が前年同期比で減少した結果、売上高は

2,645億92百万円となりました。利益面においては、不採算

販路の収益改善や全社的な業務効率化等の構造改革を推

進したことに加え、各種コン

テンツやスマートフォンアクセ

サリー等の周辺商材の販売

強化に取り組み、収益源の

多様化を推進した結果、営

業利益は41億23百万円とな

りました。

業　績

2014年3月期の取り組み

2013年
3月期

2014年
3月期

5,660
（予想）

2,645

5,886

2,740

通期第2四半期（累計）

売上高

2013年
3月期

2014年
3月期

101.0
（予想）

41.2

81.3

33.9

（億円） （億円） 営業利益

当社グループキャリアショップ店舗数
（直営店・代理店含む）（2013年9月末現在）

モバイル事業

Mobile Telecommunication Business

ドコモショップ auショップ ソフトバンクショップ

282店
内直営店
167店

492店
内直営店

35店

イー・モバイルショップ

5店

ウィルコムショップ

24店

433店
内直営店

64店

チャイナユニコムショップ（上海）※

10店
内直営店

10店

1,246店合計 内直営店 276店

「スマホワールドの実現」に向けて

お客様に豊かなスマホライフを提供 アクセサリー等周辺商材の販売強化

eコマースを含めた販路の多様化により
お客様のスマホライフをサポート

● お客様のニーズに即した端末および
　周辺商材・サービスの提案強化

● ショップの移転・改装による体験コーナーや
　アクセサリーコーナーの拡大

● お客様満足度向上に向けた
　販売スタッフの教育・研修強化

● キャリアショップでの販売に加え、
　アクセサリー専門店の展開を推進

広島本通（広島県）

ゆめタウン三豊（香川県）

大街道中央（愛媛県）

心斎橋（大阪府）

松本パルコ（長野県）

2013年11月に11店目をオープン

Smart Labo ：9店舗（オンラインショップを含む）
AppBank Store  ：1店舗

2013年9月末時点で合計10店舗を展開

千葉パルコ（千葉県）

楽天市場（オンラインショップ）

イオンモール名取（宮城県）
9月13日オープン

イオンレイクタウン（埼玉県）
9月19日オープン

AppBank Store新宿
（東京都）
8月2日オープン

ラブラ2（新潟県）
11月2日オープン

295万台
248万台

2013年3月期
第2四半期（累計）

2014年3月期
第2四半期（累計）

携帯電話販売台数

※ チャイナユニコムショップの損益は、決済サービス事業他に含まれます。
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固定回線系商材の販売に伴う収益は減少したものの、法人顧

客向けの端末販売が好調に推移したことに加え、端末導入時

の初期設定業務やMDM（Mobile Device Management）

等の各種サポートサービスの獲得も堅調に推移した結果、売上

高は144億38百万円、営業利益は14億35百万円となりました。

EC（電子商取引）やアプリケーション内での決済に利用できる
PIN販売システムを用いた電子マネー系商材の販売が伸び悩
んだ結果、売上高は543億5百万円となりました。利益面におい
ては、電子マネー系商材の伸び悩みに加え、中国での携帯電
話等販売事業において新規出店を推進した結果、営業利益は
5億80百万円となりました。

法人顧客向けの携帯電話等の販売やソリューション
サービスの提供、固定通信サービスの販売取次業務

事業内容 決済サービス、海外事業、その他新規事業事業内容

携帯電話販売事業

法人事業

23.4%
営業利益

セグメント別構成比

9.5%
営業利益

セグメント別構成比

ソリューション事業

Solution Marketing Business

決済サービス事業他

Settlement Service & Other Business

業　績 業　績 2014年3月期の取り組み2014年3月期の取り組み

2013年
3月期

2014年
3月期

260
（予想）

144

270

141

通期第2四半期（累計）

売上高

2013年
3月期

2014年
3月期

28.5
（予想）

14.3

25.6

14.0

（億円） （億円） 営業利益

2013年
3月期

2014年
3月期

1,330
（予想）

543

1,211

610

通期第2四半期（累計）

売上高

2013年
3月期

2014年
3月期

11.5
（予想）

5.8

11.0

6.2

（億円） （億円） 営業利益

約43,300店

約9,500店
約19,000店 約19,600店

約45,600店 約46,800店

2012年
9月末

2013年
3月末

2013年
9月末

取扱店舗数の推移 PIN ギフトカード

31.2万回線 32.6万回線 35.0万回線

2012年
9月末

2013年
3月末

2013年
9月末

movino star加入回線

法人営業 決済サービス事業

海外（中国）事業

ネットワーク事業

●企業のスマートフォン/タブレット導入を推進
●movino starを核とした企業回線の囲い込み強化

●  「TG Smart Support」をはじめとする
　顧客利便性の高いソリューションサービスの提供

●  PIN商材、ギフトカード事業における取扱商材の多様化と
　更なる顧客認知度向上への取り組み

●日本式サービスによる業務品質の向上
● チャイナユニコムショップの多店舗展開による
　CS（お客様満足度）と利便性の向上

● 日系企業へのモバイルソリューションサービスの提供・
　サポート体制の強化

●販売効率の追求
●関連商材の獲得強化
●事業環境の変化に即したサービスの展開

ヘルプデスク/
セキュリティデスク キッティングサービス

コンサルティングサービス マスタ管理サービス

T-GAIA Smart Support

チャイナユニコムショップ

昌
チャンリンルー

里路店

（11月オープン）
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四半期連結損益計算書　（単位：百万円） 四半期連結キャッシュ・フロー計算書　（単位：百万円）

期別

区分

当第2四半期
2013年4月1日～
2013年9月30日

前第2四半期
2012年4月1日～
2012年9月30日

売上高 333,337 349,259

売上総利益 30,764 32,975

営業利益 6,139 5,426

経常利益 6,116 5,365

税金等調整前四半期純利益 6,066 5,343

四半期純利益 3,404 2,986

期別

区分

当第2四半期
2013年4月1日～
2013年9月30日

前第2四半期
2012年4月1日～
2012年9月30日

営業活動による
キャッシュ・フロー 35,000 12,527

投資活動による
キャッシュ・フロー △978 △755

財務活動による
キャッシュ・フロー △33,159 △12,534

現金及び現金同等物の
四半期末残高 2,872 1,214

期別

区分

当第2四半期
2013年9月30日現在

  前期
2013年3月31日現在

資産の部

流動資産 128,987 184,875

固定資産 15,879 16,362

有形固定資産 3,170 3,160

無形固定資産 5,534 6,344

投資その他の資産 7,174 6,858

資産合計 144,867 201,238

期別

区分

当第2四半期
2013年9月30日現在

  前期
2013年3月31日現在

負債の部
流動負債 101,573 148,512
固定負債 13,088 24,548

負債合計 114,662 173,061

純資産の部
株主資本 30,140 28,105

資本金 3,112 3,106

資本剰余金 5,599 5,593

利益剰余金 21,428 19,406

自己株式 △0 △0
その他の包括利益累計額 65 71

純資産合計 30,205 28,177

負債純資産合計 144,867 201,238

四半期連結貸借対照表　（単位：百万円）

第2四半期（累計）連結財務諸表（要旨）

Financial Statements

株主様アンケート結果及びご要望への対応
※調査期間　2013年6月～2013年8月

For Shareholders

当社グループは、株主・投資家の皆様へのタイムリーで的確な情報開示

を心がけ、積極的なIR活動を行っております。株主の皆様とのコミュニ

ケーション促進を図るべく、同封させていただきましたアンケートに対して、

おかげさまで多数の皆様からご回答やご意見をいただくことができました。

その結果及び自由意見欄にご記入いただいたご要望への当社の対応

の一部につきまして、ご報告させていただきます。ご協力、誠にありがとうご

ざいました。

年　齢

自由意見欄におけるご要望にお応えしております

当社株式の所有期間

■ 20代以下　■ 30代　■ 40代　■ 50代　■ 60代
■ 70代　■ 80代以上

最多ゾーンは「70代」です。「20代」から「40代」までの年齢層が増えて
おり、株主様が低年齢層へも広がっていることがうかがえます。

回答者数

約400名
28%42%

12% 1% 4%
6%
7%

■ 半年未満　■ 半年以上1年未満　■ 1年以上3年未満
■ 3年以上

当社の株式を「３年以上」とお答えになられた株主様が7割を超えて
おり、長期保有のご意向がうかがえます。

回答者数

約400名
15%

71%

11%3%

株主総会終了後の懇談会の企画等、
楽しみにしています。今後も継続してください。

四半期決算ごとの株主通信がほしいです。

2013年6月20日、第22回定時株主総
会を開催し、報告事項のご説明、決議
事項の採決をさせていただきました。
また、総会終了後には、当社をより一層
ご理解いただくために、株主の皆様と
の懇談会を実施いたしました。

株主総会・懇談会の様子 第1四半期の株主通信

冊子での配布は半期ごとですが、
当社のホームページにて、四半期
決算ごとの株主通信を開示して
おります。今後も株主・投資家の
皆様に対して、積極的なＩＲ活動
を行ってまいります。
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発行可能株式総数 400,000,000株

発行済株式総数 78,968,400株

株主数 6,189名

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月

基 準 日 定時株主総会　3月31日
期末配当金　　3月31日
中間配当金　　9月30日

上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号 
三井住友信託銀行株式会社

特 別 口 座 の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号 
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電話照会先） 電話 0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の
本店及び全国各支店で行っております。

公告掲載方法 当社ホームページにおける電子公告

会 計 監 査 人 有限責任監査法人トーマツ

商 号 株式会社ティーガイア
（T-Gaia Corporation）

本社所在地 〒150-8575　
東京都渋谷区恵比寿4-1-18

恵比寿ネオナート14F～18F

資 本 金 3,112百万円

設 立 1992年2月

事 業 内 容 （1）携帯電話等の販売及び代理店業務
（2）ソリューション、ブロードバンド等

通信サービスの販売取次業務
（3）決済サービスその他新規事業

販 売 地 域 日本全国

従 業 員 数 3,828名

本 社 〒150-8575 東京都渋谷区恵比寿4-1-18
恵比寿ネオナート14F～18F  TEL：03-6409-1111

東日本支社 〒150-8575 東京都渋谷区恵比寿4-1-18
恵比寿ネオナート16F  TEL：03-6409-1111

西日本支社 〒530-0003 大阪府大阪市北区堂島1-6-20
堂島アバンザ15F  TEL：06-4560-6600

東 海 支 社 〒460-0003 愛知県名古屋市中区錦1-11-11
名古屋インターシティ6F・7F  TEL：052-223-8700

九 州 支 社 〒812-0038 福岡県福岡市博多区祇園町7-20
博多祇園センタープレイス10F  TEL：092-283-7600

北海道支店 〒060-0042 北海道札幌市中央区大通西8-2
住友商事・フカミヤ大通ビル8F  TEL：011-241-2525

東 北 支 店 〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町2-15-1
ルナール仙台13F  TEL：022-713-6001

新 潟 支 店 〒950-0994 新潟県新潟市中央区上所1-1-24
エヌビル3F  TEL：025-247-7077 

長 野 支 店 〒380-0921 長野県長野市栗田991-1
イーストゲート長野ビル6F  TEL：026-267-7220

北 陸 支 店 〒920-0031 石川県金沢市広岡3-1-1
金沢パークビル3F  TEL：076-222-3300 

中 国 支 店 〒730-0037 広島県広島市中区中町8-12
広島グリーンビル8F  TEL：082-546-2811

四 国 支 店 〒760-0017 香川県高松市番町1-1-5
ニッセイ高松ビル9F  TEL：087-811-2361

氏名または名称 所有株式数 持株比率

三菱商事株式会社 23,345,400株 29.56%

住友商事株式会社 23,345,400株 29.56%

株式会社光通信 5,658,600株 7.16% 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 4,371,400株 5.53%

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,877,800株 4.91%

資産管理サービス信託銀行株式会社（年金信託口） 1,543,800株 1.95%

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9） 1,267,800株 1.60%

全国共済農業協同組合連合会 1,100,000株 1.39%

ティーガイア従業員持株会 708,800株 0.89%

ステート  ストリート  バンク  アンド  トラスト  カンパニー  ５０５２２４ 458,600株 0.58%

住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について

株主様の口座のある証券会社等にお申出ください。なお、証券会社等に口座がな
いため特別口座で管理されている株主様は、特別口座の口座管理機関である
三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

ご注意

配当金計算書について

配当金支払いの際送付している「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定
に基づく「支払通知書」を兼ねております。確定申告を行う際は、その添付資料とし
てご使用いただくことができます。なお、株式数比例配分方式によりお受取りの
株主様の「支払通知書」につきましては、お取引の証券会社等へご確認ください。 
※確定申告をなされる株主様は、大切に保管ください。

本社・支社・支店 （2013年9月30日現在） 

会社概要 （2013年9月30日現在） 株主メモ株式情報 （2013年9月30日現在）

大株主 （2013年9月30日現在）

役員 （2013年9月30日現在） 

会社情報

Corporate Data

代表取締役社長執行役員 竹岡　　哲朗

代表取締役副社長執行役員 藤原　　宏包

取締役副社長執行役員 　山　　文平

取締役副社長執行役員 藤田　　　裕

取締役（社外取締役） 内藤　達次郎

取締役（社外取締役） 宮下　　　修

取締役（社外取締役） 長谷川　大幾

取締役（社外取締役） 金治　　伸隆

常勤監査役（社外監査役） 田尾　　尚治

常勤監査役（社外監査役） 筏井　　　誠

監査役（社外監査役） 松岡　　幸秀

監査役（社外監査役） 蒲　　　俊郎
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